
【家庭・地域との協働】

〈授業改善のテーマ・重点〉

　　書く力を育成する国語科学習
　　　～「書くこと」領域における主体的・対話的な学習活動の工夫を通して～

【授業改善】

書く時間の確保や発表する（分かり
やすく伝える）機会の保障を１日１回
以上行う。

毎日、中学校区で設定した学習時
間でじっくり取り組める内容の宿題
（国語・算数・音読）を出す。

〈家庭・地域の検証指標〉

「家庭学習のすすめ」の徹底

〈取組指標〉 〈取組指標〉 〈家庭・地域の取組指標〉
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・授業の見通しを黒板に位置付け、「めあて」「課題」「まとめ」「振り返り」を提示する。
・学年で学習進度をそろえたり、教材を共有したりして統一した指導をしている。
・「書くこと」領域にしぼった国語科の授業研究をすることで、書く力の育成を目指している。

２ その他の学力向上に向けた指導の取組状況
・各学年で「書くことに苦手意識をもつ子ども」の数を減らすための方法を考え、授業だけでなく家庭学習でも取り組み始め
ている。
・大東中学校区で作った「家庭学習のすすめ」を活用し、家庭学習の内容と質について、子どもに指導するとともに、保護
者への啓発も行っている。
・授業中にICT機器を積極的に取り入れて、理解や表現の補助となるような活用の仕方ができるように工夫している。

１ 組織的な授業改善の取組状況

　　　各種学力調査の分析結果から明らかになった課題

【国語】・語彙を増やす
　　　 　・文章の意図をつかませる
【算数】・文章の意図をつかませる
　　　 　・算数用語の意味理解、「変化と関係」の理解。

　　　　各種学力調査の分析結果から明らかになった課題

・読書量、質の向上。
･生活体験と学習内容を結び付ける。

これまでの学力向上の取組に対する児童生徒の状況(授業及び授業以外の側面から）

・授業の中で、自分の考えを書く時間や発表する機会を保障したり、個に応じた指導や補充学習をしたりすることにより、基
礎基本の定着を図った。相手や目的を意識した文章を書く力を高める必要がある。
・単元末テストの結果、各学年において４教科とも到達度が７０％を超えている。
・「思考・判断・表現」においては、どの学年も算数の到達度が７０％台で、他の教科より低い。

【別紙様式１】

学力状況について 学習状況について

大分市立松岡小学校　学力向上プラン１（８月）

学校教育
目標

豊かに学び、たくましく生きる松岡っ子の育成

育成を目指す
資質・能力

・生きた知識、技能を身に付けた松岡っ子の育成　　・自ら考え、判断し、行動できる松岡っ子の育成
・平和を愛し、ともに向上しようと挑戦する松岡っ子の育成

保護者アンケートにより「家庭学習
の習慣が身に付いている」と肯定的
に答える保護者を80％以上にす
る。

・個別学習、補充学習の充実を図る。・自然体験を増やす活動を行う。
・デジタルドリル等、一人１台端末を使った宿題を出し、家庭学習の充実と情報機器の活用能力を育成する。
・図書館を利用し読書量と語彙力の増加を図る。（新聞の活用）
・テスト等の無回答率を下げる取組を行う。
・9年間を見越した指導を、大東中校区が一体となって進めていく。

【授業改善以外の学力向上の取組】

学力に関する達成指標
・１学期末に下位層児童（50％未満）の児童の人数と割合を把握し、手立てを考え、各学年ごとに決めた目標値を達成する。
・児童アンケート「１日の授業の中で『わかった』『できた』と思うことがありますか」という設問に対してA評価の児童の割合　80％以
上
・児童アンケート「宿題や自学に取り組んでいますか」という設問に対してA評価の児童の割合　90％以上

〈検証指標〉 〈検証指標〉

児童アンケートにより「授業でIpad
（タブレット）を活用し友だちと学び合
いができた」と答えるA評価の児童
を90％以上にする。

児童アンケートにより「書くことが楽
しい」と肯定的に答える児童を80％
以上にする。

今後の
具体的
な取組

〈取組内容〉 〈取組内容〉 〈家庭・地域の取組内容〉
対話的な活動（ICT機器を活用も可）
を取り入れた授業づくり

指導事項を明確にし書く単元に焦
点を当てた授業作り

ペアやグループで説明し合うような
対話的活動の実践（一人１台端末を
用いての対話を含む）を教科を問わ
ず１日１回以上行う。

Administrator
スタンプ


